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編集後記　
元号が令和となって最初の 『言語の研究』 の発行が第５号である。
　
本誌に投稿してくださった会員の御研鑽と、本会 運営委員の
御尽力により、本誌第５号を発行することができた。衷心より御礼を申し上げる。　
本号の編集の経緯は次のとおりである。本号には、学術論文と
して八件の投稿があり、八件が査読の対象となった。八件のうち一件が査読委員による査読を経て「採用」となり、五件が「修正採用」 、二件が「再投稿」となった。 「再投稿」は その二件とも投稿者より投稿取り下げの旨の申し出があった。この結果、本号に掲載された学術論文の数は六件である。　
御多用中のところ、査読を快くお引き受け下さった先生がたに
は改めて御礼を申し上げます。　
会員の優れた学術論文を学界に広めるために、本誌 少しでも
お役に立つことができれば、会として幸いであ 。会員の皆様には奮って玉稿の御投稿を賜わりたい。
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